
(57)【要約】

【課題】ＯＣＢモードの液晶表示装置において初期化に

要する時間を短縮する。

【解決手段】アレイ基板１２と対向基板１４との間に挟

持された液晶層ＬＱを備え、マトリクス状に配置された

複数の表示画素ＰＸからなる表示部１０Ａを有するＯＣ

Ｂモードの液晶表示装置であって、アレイ基板１２は、

複数の表示画素ＰＸのそれぞれに対応して配置された画

素電極ＰＥを有し、対向基板１４は、複数の画素電極Ｐ

Ｅに対向する対向電極ＣＥを有し、アレイ基板１２およ

び対向基板１４は、画素電極ＰＥおよび対向電極ＣＥ上

にそれぞれ配置されているとともに、ラビング処理によ

って液晶層ＬＱに含まれる液晶分子の配向状態を制御す

る一対の配向膜、を備え、各表示画素ＰＸにおいて、前

記配向膜のラビング方向Ｄ１の終端側に、液晶層ＬＱに

含まれる液晶分子の配向状態を非表示状態から表示状態

へ転移させるための電界を形成する転移形成部Ａ１が設

けられている液晶表示装置。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 基 板 と 第 ２ 基 板 と の 間 に 挟 持 さ れ た 液 晶 層 を 備 え 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数
の 表 示 画 素 か ら な る 表 示 部 を 有 す る Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 基 板 は 、 前 記 複 数 の 表 示 画 素 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 配 置 さ れ た 画 素 電 極 を 有 し
、
　 前 記 第 ２ 基 板 は 、 前 記 複 数 の 画 素 電 極 に 対 向 す る 対 向 電 極 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 基 板 お よ び 前 記 第 ２ 基 板 は 、 前 記 画 素 電 極 お よ び 前 記 対 向 電 極 上 に そ れ ぞ れ 配
置 さ れ て い る と と も に 、 ラ ビ ン グ 処 理 に よ っ て 前 記 液 晶 層 に 含 ま れ る 液 晶 分 子 の 配 向 状 態
を 制 御 す る 一 対 の 配 向 膜 、 を 備 え 、
　 各 表 示 画 素 に お い て 、 前 記 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 の 終 端 側 に 、 前 記 液 晶 層 に 含 ま れ る 液
晶 分 子 の 配 向 状 態 を 非 表 示 状 態 か ら 表 示 状 態 へ 転 移 さ せ る た め の 電 界 を 形 成 す る 転 移 形 成
部 が 設 け ら れ て い る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 転 移 形 成 部 は 、 矩 形 状 の 表 示 画 素 の 長 辺 上 に 設 け ら れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 転 移 形 成 部 は 、 矩 形 状 の 表 示 画 素 の 短 辺 上 に 設 け ら れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、 ラ ビ ン グ 方 向 の 始 端 側 に 転 移 形 成 部 が 設 け ら れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 転 移 形 成 部 は 、 等 間 隔 に 設 け ら れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 転 移 形 成 部 は 、 矩 形 状 の 表 示 画 素 の 長 辺 と 短 辺 と の 交 差 部 側 に 設 け ら れ た 請 求 項 １
に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 転 移 形 成 部 は 、 前 記 長 辺 の 前 記 短 辺 と 交 差 す る 一 端 側 ま で の 間 隔 が 前 記 長 辺 の 他 端
側 ま で の 間 隔 よ り 小 さ く な る よ う な 位 置 に 設 け ら れ た 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 転 移 形 成 部 は 、 前 記 画 素 電 極 と 、 前 記 画 素 電 極 と は 異 な る 電 位 で あ っ て 且 つ 前 記 画
素 電 極 と 絶 縁 層 を 介 し て 少 な く と も そ の 一 部 が 対 向 す る 配 線 と で 構 成 さ れ た 請 求 項 １ に 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 画 素 電 極 は 、 前 記 転 移 形 成 部 に お い て 凹 部 を 有 し 、
　 前 記 配 線 は 、 前 記 凹 部 と 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 ８ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 画 素 電 極 は 、 前 記 転 移 形 成 部 に お い て 凸 部 を 有 し 、
　 前 記 配 線 は 、 前 記 凸 部 と 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 ８ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 配 線 は 、 表 示 画 素 が 配 列 す る 列 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 信 号 線 、 表 示 画 素 が 配 列 す る 行
に 沿 っ て 配 置 さ れ た 走 査 線 、 及 び 、 前 記 走 査 線 と 並 ん で 配 置 さ れ た 補 助 容 量 線 の 少 な く と
も １ つ で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 補 助 容 量 線 は 、 表 示 画 素 が 配 列 さ れ る 列 に 沿 っ て 延 び た 分 岐 部 を 有 す る 請 求 項 １ １
に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 外 部 の 温 度 を 測 定 す る 測 定 手 段 と 、
　 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 を 表 示 状 態 へ 転 移 さ せ る 際 に 、 前 記 測 定 手 段 に よ っ て 測 定 さ れ た 温
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度 が 所 定 温 度 よ り も 低 い 場 合 に 、 前 記 対 向 電 極 に 印 加 す る 電 圧 を 制 御 し て 前 記 液 晶 層 に 印
加 さ れ る 電 圧 を 所 定 温 度 の と き の 設 定 電 圧 よ り 大 き く 設 定 す る コ ン ト ロ ー ラ と 、 を さ ら に
備 え た 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 前 記 測 定 手 段 に よ っ て 測 定 さ れ た 温 度 が 所 定 温 度 よ り も 低 い 場 合
に 、 前 記 対 向 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 値 と 前 記 画 素 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 の 中 央 値 と の 差 が
大 き く な る よ う に 前 記 対 向 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 を 制 御 す る 手 段 を 有 す る 請 求 項 １ ３ 記 載
の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 走 査 線 及 び 前 記 信 号 線 に 交 差 す る 方 向 に 設 定 さ れ た 請 求 項 １ １ 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 液 晶 表 示 装 置 は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 表 示 画 素 か ら な る 表 示 部 を 有 す る 液
晶 表 示 パ ネ ル を 備 え て い る 。 こ の 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 互 い に 対 向 す る 一 対 の 基 板 、 す な わ
ち 、 ア レ イ 基 板 お よ び 対 向 基 板 と 、 一 対 の 基 板 間 に 挟 持 さ れ た 液 晶 層 と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ア レ イ 基 板 は 、 前 記 複 数 の 表 示 画 素 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 配 置 さ れ た 画 素 電 極 を 有 し 、
対 向 基 板 は 複 数 の 画 素 電 極 に 対 向 す る 対 向 電 極 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｏ Ｃ Ｂ （ Optically Compensated Bend） モ ー ド に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 Ｔ Ｎ モ ー ド 等 の
液 晶 表 示 装 置 に 較 べ て 、 高 速 応 答 ・ 高 視 野 角 で あ る と い う 特 徴 を 有 す る 。 こ の こ と か ら 、
Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 は 、 例 え ば 、 今 後 の 市 場 拡 大 が 期 待 さ れ て い る 液 晶 テ レ ビ 製
品 向 け と し て 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶 層 に 電 圧 が 印 加 さ れ て い な い と き に は 、 液
晶 層 に 含 ま れ る 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 非 表 示 状 態 で あ る ス プ レ イ 配 向 と な っ て い る た め 、
Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 を 起 動 す る 際 に は 、 非 表 示 状 態 で の 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 か ら
、 表 示 状 態 で の 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 （ ベ ン ド 配 向 ） へ 配 向 状 態 を 変 化 （ 以 下 、 転 移 と い う
） さ せ て 初 期 化 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 、 隣 合 う 画 素 電 極 間 で 横 電 界 を 生 じ さ せ て 、 画 像 を 表 示 さ せ る 前 に 液 晶 分 子 の 配 向
状 態 を 非 表 示 状 態 の 配 向 状 態 か ら 表 示 状 態 の 配 向 状 態 へ の 転 移 を 促 進 し 、 こ れ に よ り 速 や
か に 画 像 を 表 示 さ せ る 液 晶 表 示 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ５ ７ ８ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 転 移 の 際 に は 、 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 は 画 素 電 極 お よ び 対 向 電 極 上 に 配 置 さ れ た
配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 と 逆 方 向 に 最 も 早 く 転 移 が 進 む が 、 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 配 向
膜 の ラ ビ ン グ 方 向 が 考 慮 さ れ て お ら ず 、 転 移 が 開 始 さ れ る 位 置 に よ っ て は 、 転 移 が 開 始 さ
れ て か ら 初 期 化 が 完 了 す る ま で 時 間 を 要 す る 場 合 が あ り 、 画 素 サ イ ズ が 大 き い パ ネ ル に お
い て は 、 初 期 化 が 完 了 す る ま で の 時 間 を さ ら に 要 す る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 特 に 、 低 温 環 境 に お い て は 液 晶 材 料 の 粘 性 が 増 し 、 初 期 化 に 必 要 な 時 間 が さ ら に
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増 大 す る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ っ て 、 Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置
に お い て 、 初 期 化 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 態 様 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 第 １ 基 板 と 第 ２ 基 板 と の 間 に 挟 持 さ れ た 液 晶 層 を
備 え 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 表 示 画 素 か ら な る 表 示 部 を 有 す る Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の
液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 １ 基 板 は 、 前 記 複 数 の 表 示 画 素 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 配 置
さ れ た 画 素 電 極 を 有 し 、 前 記 第 ２ 基 板 は 、 前 記 複 数 の 画 素 電 極 に 対 向 す る 対 向 電 極 を 有 し
、 前 記 第 １ 基 板 お よ び 前 記 第 ２ 基 板 は 、 前 記 画 素 電 極 お よ び 前 記 対 向 電 極 上 に そ れ ぞ れ 配
置 さ れ て い る と と も に 、 ラ ビ ン グ 処 理 に よ っ て 前 記 液 晶 層 に 含 ま れ る 液 晶 分 子 の 配 向 状 態
を 制 御 す る 一 対 の 配 向 膜 、 を 備 え 、 各 表 示 画 素 に お い て 、 前 記 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 の 終
端 側 に 、 前 記 液 晶 層 に 含 ま れ る 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 を 非 表 示 状 態 か ら 表 示 状 態 へ 転 移 さ せ
る た め の 電 界 を 形 成 す る 転 移 形 成 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 初 期 化 に 要 す る 時 間 を 短 縮
す る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本
実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 略 矩 形 平 板 状 の 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ０
を 備 え て い る 。 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ０ は 、 互 い に 対 向 す る 一 対 の 基 板 、 す な わ ち ア レ イ 基 板
１ ２ お よ び 対 向 基 板 １ ４ を 有 し て い る 。 ア レ イ 基 板 １ ２ と 対 向 基 板 １ ４ と の 間 に は 液 晶 層
Ｌ Ｑ が 挟 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ０ は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 表 示 画 素 Ｐ Ｘ か ら な る 表 示 部
１ ０ Ａ と 、 表 示 部 １ ０ Ａ の 周 囲 の 周 辺 部 １ ０ Ｂ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 表 示 部 １ ０ Ａ に は 、 複 数 の 表 示 画 素 Ｐ Ｘ が 配 置 さ れ た 行 に 沿 っ て 複 数 の 走 査 線 Ｙ （ Ｙ １
～ Ｙ ｍ ） が 配 置 さ れ 、 複 数 の 表 示 画 素 Ｐ Ｘ が 配 置 さ れ た 列 に 沿 っ て 複 数 の 信 号 線 Ｘ （ Ｘ １
～ Ｘ ｎ ） が 配 置 さ れ て い る 。 複 数 の 走 査 線 Ｙ は 、 周 辺 部 １ ０ Ｂ に 配 置 さ れ た 走 査 線 駆 動 回
路 Ｇ Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。 複 数 の 信 号 線 Ｘ は 、 周 辺 部 １ ０ Ｂ に 配 置 さ れ た 信 号 線 駆 動 回 路
Ｓ Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ は 、 ア レ イ 基 板 １ ２ 上 に 、 例 え ば 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ： Thin Fil
m Transistor） か ら な る 画 素 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ を 有 し て い る 。 画 素 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ の ゲ ー ト 電 極
Ｇ Ｅ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 対 応 す る 走 査 線 Ｙ に 接 続 さ れ て い る （ あ る い は 一 体 に 形 成 さ
れ て い る ） 。 画 素 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ の ソ ー ス 電 極 Ｓ Ｅ は 、 対 応 す る 信 号 線 Ｘ に 接 続 さ れ て い る
（ あ る い は 一 体 に 形 成 さ れ て い る ） 。 画 素 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ の ド レ イ ン 電 極 Ｄ Ｅ は 、 ア レ イ 基
板 １ ２ 上 に お い て 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 Ｐ Ｅ に コ ン タ ク ト ホ ー ル Ｃ Ｈ に
よ っ て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ は 略 矩 形 状 で あ っ て 、 対 向 基 板 １ ４ 上 に 配 置 さ れ た
対 向 電 極 Ｃ Ｅ に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 画 素 電 極 Ｐ Ｅ お よ び 対 向 電 極 Ｃ Ｅ 上 に は
、 ラ ビ ン グ 処 理 に よ っ て 液 晶 層 Ｌ Ｑ に 含 ま れ る 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 を 制 御 す る 一 対 の 配 向
膜 （ 図 示 せ ず ） が 配 置 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 配 向 膜 は 図 ２ に
示 す Ｄ １ 方 向 に ラ ビ ン グ さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-316387 A 2007.12.6



　 図 ２ に 示 す よ う に 、 各 表 示 画 素 に は 、 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に 、 液 晶 層 Ｌ
Ｑ に 含 ま れ る 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 を 転 移 さ せ る た め の 転 移 核 Ａ ２ を 形 成 す る 転 移 形 成 部 Ａ
１ が 設 け ら れ て い る 。 本 実 施 形 態 の 場 合 、 転 移 形 成 部 Ａ １ は 、 矩 形 状 の 表 示 画 素 Ｐ Ｘ の 長
辺 側 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 転 移 形 成 部 Ａ １ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と は 異 な る 電 位 と な る
配 線 、 す な わ ち 信 号 線 Ｘ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 図 ２ お よ び 図 ４ に 示 す よ
う に 、 転 移 形 成 部 Ａ １ に お い て 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ は 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ
１ に 略 矩 形 状 の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ を 有 し て い る 。 信 号 線 Ｘ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 端 辺 Ｐ Ｅ １ 側 に 延
び た 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ を 有 し 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ １ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 信 号 線 Ｘ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と は 絶 縁 層
を 介 し て 少 な く と も 一 部 で 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ と は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 核 表 示 画 素
に お い て 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 端 辺 の う ち 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ と ２ 回 目 以 降 に 交 差 す る 端 辺 で
あ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 の 場 合 は 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ は 、 画 素
ス イ ッ チ Ｓ Ｗ に 隣 接 す る 端 辺 と な る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 で は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ
Ｅ Ａ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 長 辺 で あ っ て ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ に 配 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の よ う に 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 信 号 線 Ｘ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と を 配 置 す る と 、 画
素 電 極 Ｐ Ｅ と 信 号 線 Ｘ と に 異 な る 電 位 と な っ た と き に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ
の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 信 号 線 Ｘ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と の 間 に 電 界 が 発 生 す る 。 こ の 電 界 は 、 画 素 電 極 Ｐ
Ｅ の 面 方 向 と 略 平 行 な 平 面 上 で 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ の 端 辺 と 略 直 交 す る 方 向 に 発 生 す る 。 す な わ ち
、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と 対 向 電 極 Ｃ Ｅ と の 間 に 発 生 す る 電 界 は 異 な る 平 面 上 に 電 界 が 発 生 す る こ
と に な る 。 本 実 施 形 態 の 場 合 、 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ の 端 辺 に 沿 っ て １ ８ ０ ° の 範 囲 に 電 界 が 発 生 す
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 液 晶 層 Ｌ Ｑ 内 に 電 界 が 発 生 す る と 、 こ の 電 界 近 傍 に あ る 液 晶 分 子 は 電 界 の 方 向 に 配 列 す
る 。 そ う す る と 、 本 実 施 形 態 の 様 に 、 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ の 端 辺 に そ っ て １ ８ ０ ° の 範 囲 に 凹 部 Ｐ
Ｅ Ａ の 端 辺 に 対 し て 略 直 交 す る 方 向 に 電 界 が 発 生 す る 場 合 に は 、 局 所 的 に 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ
と 対 向 電 極 Ｃ Ｅ と の 間 に 発 生 す る 電 界 と は 異 な る 方 向 の 電 界 が 発 生 す る 事 に な る 。 こ の よ
う な 領 域 は 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 の 変 化 が 生 じ や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 っ て 、 転 移 形 成 部 Ａ １ に よ っ て 、 初 期 化 す る 際 に 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 を 図 ６ に 示 す よ
う に 非 表 示 状 態 （ ス プ レ イ 配 向 ） か ら 表 示 状 態 （ ベ ン ド 配 向 ） へ 変 化 さ せ る た め の 転 移 核
Ａ ２ が 形 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す 場 合 で は 、 画 素 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 配 置 さ れ た 領 域 も 同 様 に 、 画 素 電 極 Ｐ
Ｅ と 画 素 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ と の 間 に 電 界 が 生 じ 、 転 移 核 Ａ ２ と な る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態
の 場 合 に は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 信 号 線 Ｘ の 凸 部 が 重 な る 位 置 、 す な わ ち 転 移 形
成 部 Ａ １ と 画 素 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ と の ２ 箇 所 に 転 移 核 Ａ ２ が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 転 移 核 Ａ ２ に
よ っ て 、 初 期 化 の 際 に 液 晶 分 子 の 転 移 が 促 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に 転 移 核 Ａ ２ が 発 生 し た 場 合 、 各 表 示 画 素 Ｐ
Ｘ に お い て 転 移 が 進 む 速 さ は ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ に 対 し て 逆 の 方 向 に 最 も 速 く な る 。 す な わ
ち 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ に 対 し て 逆 方 向 で あ る Ｄ ２ 方 向 に 進 む 速 さ が 最 も 早 く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の こ と か ら 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て 、 上 記 の 様 に 転 移 核 Ａ ２ を ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の
終 端 側 に 形 成 す る こ と に よ っ て 、 転 移 が 進 む 方 向 Ｄ ２ が 表 示 画 素 Ｐ Ｘ を 横 断 す る 方 向 と に
な り 、 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 の 転 移 が 迅 速 に 進 む こ と に な る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 信 号 線 駆 動 回 路 Ｓ Ｄ 及
び 走 査 線 駆 動 回 路 Ｇ Ｄ 等 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｔ Ｒ 、 お よ び 、 液 晶 表 示 装 置 の 外 部 の
温 度 を 測 定 す る た め の セ ン サ Ｓ を さ ら に 有 し て い る 。 コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｔ Ｒ は 、 液 晶 表 示 装
置 が 起 動 す る 際 に 、 セ ン サ Ｓ か ら の 測 定 結 果 に よ っ て 液 晶 層 Ｌ Ｑ に 印 加 さ れ る 電 圧 を 制 御
す る 初 期 制 御 部 Ｃ Ｉ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｔ Ｒ は 走 査 線 駆 動 回 路 Ｇ Ｄ を 制 御 し て 、 タ イ ミ ン グ 信 号 Ｙ Ｔ に 合 わ せ て
走 査 線 Ｙ を 選 択 さ せ る 。 す な わ ち 、 走 査 線 Ｙ は 走 査 線 駆 動 回 路 Ｇ Ｄ か ら の 走 査 信 号 Ｖ ｇ に
よ っ て 順 次 選 択 さ れ る 。 走 査 線 Ｙ が 選 択 さ れ る と 、 選 択 さ れ た 走 査 線 Ｙ に 接 続 さ れ た 画 素
ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 導 通 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｔ Ｒ は 信 号 線 駆 動 回 路 Ｓ Ｄ を 制 御 し て 、 タ イ ミ
ン グ 信 号 Ｘ Ｔ に 合 わ せ て 信 号 線 Ｘ に 画 像 デ ー タ Ｖ ｓ を 送 信 さ せ る 。 信 号 線 駆 動 回 路 Ｓ Ｄ か
ら 信 号 線 Ｘ に 出 力 さ れ た 画 像 デ ー タ Ｖ ｓ は 、 画 素 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ を 介 し て 画 素 電 極 Ｐ Ｅ に 印
加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｔ Ｒ の 初 期 制 御 部 Ｃ Ｉ は 、 液 晶 表 示 装 置 の 初 期 化 の 際 に 、 図 ８ に 示 す よ
う に 、 走 査 信 号 Ｖ ｇ 、 画 像 デ ー タ Ｖ ｓ 、 お よ び 、 コ モ ン 信 号 Ｖ ｃ ｏ ｍ を 液 晶 表 示 パ ネ ル １
０ に 送 信 す る 。 こ の と き に 、 コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｔ Ｒ の 初 期 制 御 部 Ｃ Ｉ は 、 セ ン サ Ｓ に 外 部 の
温 度 を 測 定 さ せ て 、 セ ン サ Ｓ の 測 定 結 果 に よ っ て 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ０ に 送 信 す る コ モ ン 信
号 Ｖ ｃ ｏ ｍ の 大 き さ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 す な わ ち 、 外 部 の 温 度 が 低 く な る と 液 晶 材 料 の 粘 性 が 増 し 液 晶 分 子 の 配 列 状 態 の 変 化 が
抑 制 さ れ る 。 そ の た め 、 初 期 制 御 部 Ｃ Ｉ は 、 セ ン サ Ｓ の 測 定 結 果 が あ る 一 定 の 温 度 よ り も
低 い 場 合 に は 、 画 像 デ ー タ Ｖ ｓ の 中 央 値 Ｖ ｓ ｃ に 対 し て コ モ ン 信 号 Ｖ ｃ ｏ ｍ を 大 き く 設 定
す る 。 す な わ ち 、 ｜ Ｖ ｃ ｏ ｍ － Ｖ ｓ ｃ ｜ の 値 を 大 き く す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ う す る と 、 液 晶 材 料 の 粘 性 が 高 い 場 合 に は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と 対 向 電 極 Ｃ Ｅ と の 間 に 挟
持 さ れ た 液 晶 層 Ｌ Ｑ に 印 加 さ れ る 電 圧 が 高 く な る 、 す な わ ち 、 液 晶 分 子 の 配 列 状 態 を 非 表
示 状 態 か ら 表 示 状 態 へ と 変 化 さ せ る た め の 電 圧 が 大 き く な る た め 、 液 晶 分 子 の 転 移 に 要 す
る 時 間 が 短 縮 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に
お い て 初 期 化 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き 、 特 に 、 低 温 環 境 下 で あ っ て も 初 期 転 移
時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な
お 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 と 同 様 の 構 成 に つ い て は 同 一
の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 と 同 様 に 、
各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 し て い る 。 す な
わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 転 移 形 成 部 Ａ １ は 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端
側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ で あ っ て 、 矩 形 状 の 表 示 画 素 Ｐ Ｘ の 短 辺 側 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 転 移 形 成 部 Ａ １ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 、 絶 縁 層 を 介 し て 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 一 部 に
お い て 対 向 す る と と も に 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と は 異 な る 電 位 と な る 配 線 、 す な わ ち 走 査 線 Ｙ と に
よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ は 、 走 査 線 Ｙ と 絶 縁 層 を 介 し て 少 な く
と も そ の 一 部 が 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 す な わ ち 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ は 、 短 辺 で あ っ て ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ に 凹

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-316387 A 2007.12.6



部 Ｐ Ｅ Ａ を 有 し て い る 。 走 査 線 Ｙ は 、 図 ９ お よ び 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 端
辺 Ｐ Ｅ １ 側 に 延 び た 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ を 有 し て い る 。 画 素 電 極 Ｐ Ｅ １ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 走 査 線 Ｙ の
凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と は 、 絶 縁 層 を 介 し て 少 な く と も 一 部 で 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 転 移 形 成 部 Ａ １ に お い て 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 走 査 線 Ｙ の 凸 部 Ｃ
Ｖ Ｘ と を 配 置 す る と 、 図 ５ に 示 す 場 合 と 同 様 に 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ の 端 辺 に 略 直
交 す る 方 向 に 電 界 が 発 生 す る 。 そ う す る と 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 走 査 線 Ｙ の 凸 部
Ｃ Ｖ Ｘ と が 重 な る 位 置 、 す な わ ち 転 移 形 成 部 Ａ １ に 転 移 核 Ａ ２ が 形 成 さ れ る こ と に な る 。
初 期 化 の 際 に は 、 こ の 転 移 核 Ａ ２ に よ っ て 転 移 が 促 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の と き 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 転 移 が 進 む 速 さ は ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ に
対 し て 逆 方 向 Ｄ ２ に 最 も 速 く な る 。 従 っ て 、 上 記 の 様 に 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て ラ ビ ン グ
方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 す る こ と に よ っ て 、 初 期 化 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に お い
て 初 期 化 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に コ ン ト ロ ー
ラ Ｃ Ｔ Ｒ が 初 期 制 御 部 Ｃ Ｉ を 備 え る 場 合 に は 、 低 温 環 境 下 で あ っ て も 初 期 転 移 時 間 を 短 縮
す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 と 同 様 に
、 各 表 示 画 素 に お い て ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 し て い る 。 す な わ
ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て 、 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向
Ｄ １ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ で あ る 長 辺 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 転 移 形 成 部 Ａ １ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 、 絶 縁 膜 を 介 し て 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 一 部 に
お い て 対 向 す る と と も に 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と は 異 な る 電 位 と な る 配 線 、 す な わ ち 補 助 容 量 線 Ｃ
ｓ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表
示 装 置 の 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ０ は 、 表 示 部 １ ０ Ａ に お い て 走 査 線 Ｙ と 略 平 行 に 延 び る 補 助 容
量 線 Ｃ ｓ を 有 し て い る 。 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ は 画 素 電 極 Ｐ Ｅ を 横 断 す る よ う に 配 置 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 画 素 電 極 Ｐ Ｅ は 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終
端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ に 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ を 有 し て い る 。 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ は 、 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ が 配 置 さ れ
て い る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ 上 に は 絶
縁 膜 が 配 置 さ れ 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ １ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ と は 、 こ の 絶 縁 層 を 介 し
て 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 の 様 に 、 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と を 配 置 す る と 、 図 ５ に 示 す
信 号 線 Ｘ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と の 間 と 同 様 に 、 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と
の 間 で 、 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ の 端 辺 に 対 し て 略 直 交 す る 方 向 に 電 界 が 発 生 す る 。 そ う す る と 、 画 素
電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ と が 重 な る 位 置 、 す な わ ち 転 移 形 成 部 Ａ １ に 、 転
移 核 Ａ ２ が 形 成 さ れ る 。 初 期 化 の 際 に は こ の 転 移 核 Ａ ２ に お い て 転 移 が 促 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の と き 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 転 移 が 進 む 速 さ は ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ に
対 し て 逆 方 向 Ｄ ２ に 最 も 速 く な る 。 従 っ て 、 上 記 の 様 に 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て ラ ビ ン グ
方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 す る こ と に よ っ て 、 初 期 化 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す
る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-316387 A 2007.12.6



【 ０ ０ ４ ５ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様
に 、 Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 初 期 化 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
ま た 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｔ Ｒ が 初 期 制 御 部 Ｃ Ｉ を 備 え る 場 合 に は 、 低
温 環 境 下 で あ っ て も 初 期 転 移 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本
実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に
お い て ラ ビ ン グ 方 向 の 終 端 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 し て い る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示
装 置 は 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ
１ で あ る 長 辺 側 と 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 始 端 側 の 端 辺 で あ る 長 辺 側 と に 転 移 形 成 部 Ａ １ を
有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 転 移 形 成 部 Ａ １ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と は 異 な る 電 位 と な る 配
線 、 す な わ ち 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 図 １ ３ に 示 す よ う に
、 表 示 部 １ ０ Ａ に お い て 走 査 線 Ｙ に 対 し て 略 平 行 に 延 び る 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ を 有 し て い る 。
補 助 容 量 線 Ｃ ｓ は 、 表 示 画 素 Ｐ Ｘ が 配 列 す る 行 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 分 岐 部 Ｃ ｓ Ａ を 有 し て
い る 。 す な わ ち 、 分 岐 部 Ｃ ｓ Ａ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 信 号 線 Ｘ に 沿 っ て 延 び て い る 。
分 岐 部 Ｃ ｓ Ａ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ 側 に 突 出 し た 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 画 素 電 極 Ｐ Ｅ は 、 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ の 分 岐 部 Ｃ ｓ Ａ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ お よ び と そ の 一 部 が 対 向
す る 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ を 有 し て い る 。 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ は 、 少 な く と も 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ
１ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ に 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 の 場 合 、 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ は 画 素 電 極 Ｐ
Ｅ の ２ つ の 長 辺 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ 上 に 絶 縁 膜 が 配 置 さ れ 、 こ の 絶 縁 膜 上 に お い て 補
助 容 量 線 Ｃ ｓ が 配 置 さ れ た 間 に 信 号 線 Ｘ が 配 置 さ れ て い る 。 信 号 線 Ｘ 上 に は さ ら に 絶 縁 膜
が 配 置 さ れ 、 こ の 絶 縁 膜 を 介 し て 分 岐 部 Ｃ ｓ Ａ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ
と が そ の 一 部 に お い て 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 の 様 に 、 分 岐 部 Ｃ ｓ Ａ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と を 配 置 す る と 、
図 ５ に 示 す 信 号 線 Ｘ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と の 間 と 同 様 に 、 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と 画 素
電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と の 間 で 、 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ の 端 辺 に 対 し て 略 直 交 す る 方 向 に 電 界 が 発 生
す る 。 そ う す る と 、 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と の が 配 置 さ れ た 位 置 、 す な わ ち 転 移 核 形 成
部 Ａ １ に 転 移 核 Ａ ２ が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様
に 、 Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 初 期 化 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
ま た 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｔ Ｒ が 初 期 制 御 部 Ｃ Ｉ を 有 す る こ と に よ っ て
、 低 温 環 境 下 で あ っ て も 初 期 転 移 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 で き る
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 上 記 の よ う に 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ が 信 号 線 Ｘ
に 沿 っ て 延 び る 分 岐 部 Ｃ ｓ Ａ を 有 し 、 分 岐 部 Ｃ ｓ Ａ に 沿 っ て 転 移 形 成 部 Ａ １ を 配 置 す る こ
と が で き る こ と か ら 、 前 述 の 第 ３ 実 施 形 態 の 場 合 と 比 較 し て 、 複 数 の 転 移 形 成 部 Ａ １ を 配
置 す る こ と が 容 易 と な る 。 従 っ て 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て 、 複 数 の 転 移 核 Ａ ２ を 形 成 す
る こ と が 容 易 と な り 、 初 期 化 に 要 す る 時 間 を よ り 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態
に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に
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、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 し て い る 。 本
実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 略 矩 形 状
の 画 素 電 極 Ｐ Ｅ を 有 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 信 号 線 Ｘ に 対 し て 略 平 行
に 延 び る 端 辺 と 、 走 査 線 Ｙ に 対 し て 略 平 行 に 延 び る 端 辺 と が 略 同 一 の 長 さ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 場 合 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ に は 、 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ 側 に 少 な く
と も １ つ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ を 配 置 す る 。 本 実 施 形 態 の 場 合 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 画 素 電 極 Ｐ Ｅ
は ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に ２ つ の 端 辺 Ｐ Ｅ １ を 有 し 、 そ れ ぞ れ の 端 辺 Ｐ Ｅ １ 側 に １ つ
の 転 移 形 成 部 Ａ １ を 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 転 移 形 成 部 Ａ １ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と は 異 な る 電 位 と な る
配 線 、 す な わ ち 信 号 線 Ｘ お よ び 走 査 線 Ｙ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 画 素 電 極
Ｐ Ｅ は 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ に 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ を 有 し て い る 。 こ の 凹 部 Ｐ
Ｅ Ａ が 配 置 さ れ た 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 端 辺 Ｐ Ｅ １ に 沿 っ て 延 び た 信 号 線 Ｘ お よ び 走 査 線 Ｙ は 、
そ れ ぞ れ 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ の 位 置 に 対 応 し て 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ を 有 し て い る 。 画 素 電 極
Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 信 号 線 Ｘ お よ び 走 査 線 Ｙ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と は 、 そ れ ぞ れ 絶 縁 層 を 介 し て
そ の 一 部 に お い て 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の よ う に 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ が 端 辺 の 長 さ が 略 同 一 で あ る
略 矩 形 状 で あ る 画 素 電 極 Ｐ Ｅ を 有 す る 場 合 、 上 記 の よ う に 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ 、 信 号 線 Ｘ 、 お
よ び 走 査 線 Ｙ を 配 置 す る と 、 図 ５ に 示 す 場 合 と 同 様 に 、 信 号 線 Ｘ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と 画 素 電 極
Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と の 間 、 お よ び 、 走 査 線 Ｙ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と
の 間 で 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ の 端 辺 に 略 直 交 す る 方 向 に 電 界 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ う す る と 、 信 号 線 Ｘ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と が 配 置 さ れ た 位 置 、
お よ び 、 走 査 線 Ｙ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と の が 配 置 さ れ た 位 置 、 す な
わ ち 転 移 形 成 部 Ａ １ に 転 移 核 Ａ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の と き 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 転 移 が 進 む 速 さ は ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ に
対 し て 逆 方 向 Ｄ ２ に 最 も 速 く な る 。 従 っ て 、 上 記 の 様 に 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て ラ ビ ン グ
方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 す る こ と に よ っ て 、 初 期 化 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 の よ う に 、 略 矩 形 状 で あ っ て
全 て の 端 辺 の 長 さ が 略 等 し い 画 素 電 極 Ｐ Ｅ を 有 す る 場 合 に 、 上 記 の 様 に 、 転 移 核 Ａ ２ を 形
成 す る こ と に よ っ て 、 初 期 化 に 要 す る 時 間 を 効 果 的 に 短 縮 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １
実 施 形 態 と 同 様 に コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｔ Ｒ が 初 期 制 御 部 Ｃ Ｉ を 有 す る こ と に よ っ て 、 低 温 環 境
下 で あ っ て も 初 期 転 移 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本
実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 と 同 様 に 、 各 表
示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て 、 す く な く と も ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 し て
い る 。 本 実 施 形 態 に か か る 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い
て 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 と 始 端 側 と に そ れ そ れ 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 転 移 形 成 部 Ａ １ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と は 異 な る 電 位 と
な る 配 線 、 す な わ ち 信 号 線 Ｘ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表
示 装 置 は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 略 矩 形 状 の 画 素 電 極 Ｐ Ｅ を 有 し て い る 。 画 素 電 極 Ｐ Ｅ は
、 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ で あ る
長 辺 側 に 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ を 有 し て い る 。
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 さ ら に 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ は 、 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 で な い 端 辺 で あ る 長 辺 側
に も 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 長 辺 に そ れ ぞ れ 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ が 、
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ が 配 置 さ れ た 端 辺 に 沿 っ て 延 び て い る 信 号 線 Ｘ は 、 凹 部 Ｐ Ｅ
Ａ と 重 な る 位 置 に 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 、 信
号 線 Ｘ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と は 、 絶 縁 層 を 介 し て そ の 一 部 に お い て 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 記 の 様 に 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ お よ び 信 号 線 Ｘ を 配 置 す る と 、 図 ５ に 示 す 場 合 と 同 様 に 、 信
号 線 Ｘ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と の 間 で 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ の 端 辺 に 対 し て 略 直 交 す る 方 向 に
電 界 が 発 生 す る 。 そ う す る と 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 信 号 線 Ｘ の 凸 部 と が 配 置 さ れ
た 位 置 、 す な わ ち 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ の ラ ビ ン グ 方 向 の Ｄ １ の 終 端 側 と 始 端 側 と の 転 移 形 成
部 Ａ １ に 転 移 核 Ａ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の と き 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 転 移 が 進 む 速 さ は ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ に
対 し て 逆 方 向 Ｄ ２ に 最 も 速 く な る 。 従 っ て 、 上 記 の 様 に 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て ラ ビ ン グ
方 向 Ｄ １ の 終 端 側 お よ び 始 端 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 す る こ と に よ っ て 、 初 期 化 に 要 す る
時 間 を よ り 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｔ Ｒ が 初 期 制 御 部 Ｃ Ｉ を 有 す る こ と に よ っ
て 、 低 温 環 境 下 で あ っ て も 初 期 転 移 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 で き
る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 次 に 、 第 ７ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態
に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 と 同 様 に 、 各 表 示 画 素 Ｐ
Ｘ に お い て 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 本 実
施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の 端
辺 Ｐ Ｅ １ で あ る 長 辺 側 に ２ つ の 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の 転 移 形 成 部 Ａ １ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と は 異 な る 電 位 と な
る 配 線 、 す な わ ち 信 号 線 Ｘ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶
表 示 装 置 は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 略 矩 形 状 の 画 素 電 極 Ｐ Ｅ を 有 し て い る 。 画 素 電 極 Ｐ Ｅ
は 、 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ で あ る 長 辺 に ２ つ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ を 有
し て い る 。 こ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ は 、 端 辺 Ｐ Ｅ １ に お い て 等 間 隔 に 配 置 さ れ て い る 。 つ ま り 、 本
実 施 形 態 の 場 合 、 各 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ か ら 最 も 近 い 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 短 辺 ま で の 距 離 と 、 凹 部 Ｐ Ｅ
Ａ 間 の 距 離 と が 略 同 一 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 信 号 線 Ｘ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ の 位 置 に 対 応 し た 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ を 有 し て い る 。 す
な わ ち 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 信 号 線 Ｘ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と は 絶 縁 層 を 介 し て そ の 一 部
が 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 記 の 様 に 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ お よ び 信 号 線 Ｘ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ を 配 置 す る と 、 図
５ に 示 す 場 合 と 同 様 に 、 信 号 線 Ｘ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と の 間 で 凹 部
Ｐ Ｅ Ａ の 端 辺 に 対 し て 略 直 交 す る 方 向 に 電 界 が 発 生 す る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の 場 合
、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 信 号 線 Ｘ の 凸 部 と が 配 置 さ れ た 位 置 、 す な わ ち 転 移 形 成 部
Ａ １ に 転 移 核 Ａ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の と き 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 転 移 が 進 む 速 さ は ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ に
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対 し て 逆 方 向 Ｄ ２ に 最 も 速 く な る 。 従 っ て 、 上 記 の 様 に 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て ラ ビ ン グ
方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に ２ つ の 転 移 形 成 部 Ａ １ を 等 間 隔 に 配 置 し 、 こ れ に 対 応 し た 転 移 核 Ａ ２
を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 比 較 し て 初 期 化 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｔ Ｒ が 初 期 制 御 部 Ｃ Ｉ を 有 す る こ と に よ っ
て 、 低 温 環 境 下 で あ っ て も 初 期 転 移 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 で き
る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 第 ８ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態
に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 と 同 様 に 、 各 表 示 画 素 Ｐ
Ｘ に お い て 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 転 移
形 成 部 Ａ １ は 、 各 表 示 画 素 に お い て 、 表 示 画 素 Ｐ Ｅ の ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ
Ｅ １ で あ る 長 辺 側 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の 転 移 形 成 部 Ａ １ は 、 矩 形 状 の 表 示 画 素 Ｐ Ｘ の 長 辺 と 短 辺 と の 交 差 部 側 、 す な わ ち 、
長 辺 の 短 辺 と 交 差 す る 一 端 側 ま で の 間 隔 が 、 長 辺 の 他 端 側 ま で の 間 隔 よ り 小 さ く な る よ う
な 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 つ ま り 、 転 移 形 成 部 Ａ １ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 長 辺 の 短 辺 と 交 差
す る 一 端 で あ っ て 、 画 素 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 配 置 さ れ て い る 側 ま で の 間 隔 が 、 他 端 側 ま で の 間
隔 よ り も 小 さ く な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の ２ つ
の 端 辺 Ｐ Ｅ １ が 互 い に 交 差 す る 側 ま で の 間 隔 が 、 他 端 側 ま で の 間 隔 よ り も 小 さ く な る よ う
な 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 転 移 形 成 部 Ａ １ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と は 異 な る 電 位 と な る 配
線 、 す な わ ち 信 号 線 Ｘ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示
装 置 は 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ
１ の 終 端 側 の 端 辺 Ｐ Ｅ １ に 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ を 有 し て い る 。 信 号 線 Ｘ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ
Ｅ Ａ に 対 応 す る 位 置 に 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ を 有 し て い る 。 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 信 号 線 Ｘ の
凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と は 、 絶 縁 層 を 介 し て そ の 一 部 で 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 上 記 の 様 に 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ お よ び 信 号 線 Ｘ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ を 配 置 す る と 、 図
５ に 示 す 場 合 と 同 様 に 、 信 号 線 Ｘ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と の 間 で 凹 部
Ｐ Ｅ Ａ の 端 辺 に 対 し て 略 直 交 す る 方 向 に 電 界 が 発 生 す る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の 場 合
、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 信 号 線 Ｘ の 凸 部 と が 配 置 さ れ た 位 置 、 す な わ ち 転 移 形 成 部
Ａ １ に 転 移 核 Ａ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ の と き 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 転 移 が 進 む 速 さ は ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ に
対 し て 逆 方 向 Ｄ ２ に 最 も 速 く な る 。 従 っ て 、 上 記 の 様 に 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て ラ ビ ン グ
方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に 転 移 形 成 部 Ａ １ を 配 置 し 、 転 移 核 Ａ ２ を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 初 期
化 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 様 に 、 転 移 形 成 部 Ａ １ を ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 の 端 辺 に お い
て 、 等 間 隔 に 配 置 せ ず に 、 ラ ビ ン グ 方 向 Ｄ １ の 終 端 側 に お い て 、 端 辺 Ｐ Ｅ １ が 交 差 す る 側
ま で の 間 隔 が 、 他 端 ま で の 間 隔 よ り も 小 さ く な る 位 置 に 配 置 す る こ と に よ っ て 、 最 も 転 移
が 進 む 速 さ が 速 く な る 方 向 Ｄ ２ に お い て 、 転 移 核 Ａ ２ と 表 示 画 素 Ｐ Ｘ の 端 部 ま で の 距 離 が
長 く な り 、 初 期 化 に 要 す る 時 間 を よ り 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 な お 、 上 記 の 説 明 で は 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に お い て 転 移 形 成 部 Ａ １ が １ つ 設 け ら れ る 場 合
に つ い て 、 説 明 し た が 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 複 数 の 転 移 形 成 部 Ａ １ が 設 け ら れ る 場 合 に
も 、 本 実 施 形 態 を 適 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に も 、 転 移 形 成 部 Ａ １ が 、 長 辺 の 短 辺
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と 交 差 す る 一 端 側 ま で の 間 隔 が 、 長 辺 の 他 端 側 ま で の 間 隔 よ り 小 さ く な る よ う な 位 置 に 設
け ら れ る こ と に よ っ て 、 上 記 の 転 移 形 成 部 Ａ １ が １ つ の 場 合 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｔ Ｒ が 初 期 制 御 部 Ｃ Ｉ を 有 す る こ と に よ っ
て 、 低 温 環 境 下 で あ っ て も 初 期 転 移 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 で き
る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 従 っ て 、 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表
示 装 置 に お い て 初 期 化 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き 、 特 に 、 低 温 環 境 下 で あ っ て も
初 期 転 移 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 な お 、 こ の 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 例 え ば 、 前 述 の 各 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ と 信 号
線 Ｘ 等 の 他 の 導 電 層 の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と が 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る 位 置 に 、 転 移 が 促 進 さ
れ る 転 移 核 Ａ ２ を 発 生 さ せ た 。 し か し 、 転 移 核 Ａ ２ を 発 生 さ せ る 構 成 は こ れ に 限 ら な い 。
例 え ば 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ に 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ を 形 成 し 、 そ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ を 信
号 線 Ｘ 等 の 他 の 導 電 層 と 重 な る よ う に 配 置 す る こ と に よ っ て も 、 図 ５ に 示 す 場 合 と 同 様 に
画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ の 端 辺 の そ れ ぞ れ に 略 直 交 す る 方 向 に 電 界 が 発 生 し 、 転 移 核 Ａ
２ が 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 前 述 の 各 実 施 形 態 に お い て 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 画 素 電 極
Ｐ Ｅ の 凸 部 Ｃ Ｖ Ｘ と そ の 他 の 導 電 層 と を 配 置 す る こ と に よ っ て も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 前 述 の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ が 信 号 線 Ｘ
、 走 査 線 Ｙ 又 は 補 助 容 量 線 Ｃ ｓ と 重 な る よ う に 配 置 し て 転 移 核 Ａ ２ を 形 成 し た が 、 画 素 電
極 Ｐ Ｅ の 凹 部 Ｐ Ｅ Ａ が 他 の 導 電 層 と 重 な る 様 に 配 置 さ れ て い れ ば 良 く 、 例 え ば 、 図 ２ １ に
示 す よ う に 、 特 別 の 信 号 が 印 加 さ れ な い 島 状 の 導 電 層 Ｆ Ｅ と 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い て
も よ い 。 こ の 場 合 に も 、 各 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 開 示 さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 せ に よ り 種 々 の 発
明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実 施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し
て も よ い 。 更 に 、 異 な る 実 施 形 態 に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 の 構 成 例 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 表 示 画 素 の ラ ビ ン グ 方 向 の 終 端 側 の 端 辺 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す 表 示 画 素 を 線 IV－ IVで 切 断 し た 断 面 の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 図 。
【 図 ５ 】 図 ２ に 示 す 表 示 画 素 の 転 移 形 成 部 の 構 成 例 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ６ 】 Ｏ Ｃ Ｂ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 を 初 期 化 す る 際 の 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 の 変 化 を 説 明
す る た め の 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 す 液 晶 分 子 の 変 化 と 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 と の 関 係 を 説 明 す る た め の 図
。
【 図 ８ 】 図 １ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の コ ン ト ロ ー ラ の 動 作 例 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 の 構 成 例 を 説 明 す る た め の
図 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 す 表 示 画 素 を 線 Ｘ － Ｘ で 切 断 し た 断 面 の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 図 。
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【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 の 構 成 例 を 説 明 す る た め
の 図 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 示 す 表 示 画 素 を 線 XII－ XIIで 切 断 し た 断 面 の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 の 構 成 例 を 説 明 す る た め
の 図 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ に 示 す 表 示 画 素 を 線 XIV－ XIVで 切 断 し た 断 面 の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 図 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 の 構 成 例 を 説 明 す る た め
の 図 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 の 構 成 例 を 説 明 す る た め
の 図 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 の 構 成 例 を 説 明 す る た め
の 図 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 の 構 成 例 を 説 明 す る た め
の 図 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 の 他 の 構 成 例 を 説 明 す る
た め の 図 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 の 転 移 形 成 部 の 他 の 構 成 例 を 説 明 す る た
め の 図 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 の 他 の 構 成 例 を 説 明 す る た め の 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
１ ２ … ア レ イ 基 板 、 １ ４ … 対 向 基 板 、 Ｌ Ｑ … 液 晶 層 、 Ｐ Ｘ … 表 示 画 素 、 １ ０ Ａ … 表 示 部 、
Ｐ Ｅ … 画 素 電 極 、 Ｐ Ｅ … 画 素 電 極 、 Ｃ Ｅ … 対 向 電 極 、 Ｄ １ … ラ ビ ン グ 方 向 、 Ａ １ … 転 移 形
成 部

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(13) JP 2007-316387 A 2007.12.6



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

(17) JP 2007-316387 A 2007.12.6



フロントページの続き

(74)代理人  100109830
            弁理士　福原　淑弘
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  深海　徹夫
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
(72)発明者  塚根　みどり
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
(72)発明者  中尾　健次
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
Ｆターム(参考) 2H088 HA02  HA03  HA06  HA08  JA04  JA09  MA10 
　　　　 　　  2H092 JA24  JB61  PA02  PA06  QA06  QA09 
　　　　 　　  2H093 NA80  NC34  NC35  NC36  NC57  NC63  NC65  ND02  ND33  NE03 
　　　　 　　        NE04  NF04  NF09 

(18) JP 2007-316387 A 2007.12.6



专利名称(译) <无法获取翻译>

公开(公告)号 JP2007316387A5 公开(公告)日 2008-05-29

申请号 JP2006146447 申请日 2006-05-26

[标]申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术股份有限公司

申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术有限公司

[标]发明人 深海徹夫
塚根みどり
中尾健次

发明人 深海 徹夫
塚根 みどり
中尾 健次

IPC分类号 G02F1/139 G02F1/1343 G02F1/133 G02F1/1368

CPC分类号 G09G3/3651 G02F1/133784 G02F1/1362 G02F1/1395 G09G2300/0491 G09G2320/0252 G09G2320
/041 G09G2330/026

FI分类号 G02F1/139 G02F1/1343 G02F1/133.580 G02F1/1368

F-TERM分类号 2H088/HA02 2H088/HA03 2H088/HA06 2H088/HA08 2H088/JA04 2H088/JA09 2H088/MA10 2H092
/JA24 2H092/JB61 2H092/PA02 2H092/PA06 2H092/QA06 2H092/QA09 2H093/NA80 2H093/NC34 
2H093/NC35 2H093/NC36 2H093/NC57 2H093/NC63 2H093/NC65 2H093/ND02 2H093/ND33 2H093
/NE03 2H093/NE04 2H093/NF04 2H093/NF09 2H092/JA42 2H092/JB05 2H192/AA24 2H192/BA13 
2H192/BC31 2H192/CB45 2H192/CC42 2H192/CC57 2H192/DA12 2H192/FA73 2H192/FB02 2H192
/GB73 2H192/JA18 2H193/ZA04 2H193/ZA08 2H193/ZE31 2H193/ZE34 2H193/ZH17 2H193/ZH33 
2H193/ZH40 2H193/ZP03 2H193/ZP04 2H193/ZQ08 2H193/ZQ14

代理人(译) 河野 哲
中村诚

其他公开文献 JP2007316387A

摘要(译)

要解决的问题：缩短OCB模式液晶显示设备中初始化所需的时间。 OCB
模式的液晶显示装置，其具有夹在阵列基板12和对置基板14之间的液晶
层LQ，并且具有由排列成矩阵状的多个显示像素PX构成的显示部10A。 
阵列基板12具有与多个显示像素PX的每一个对应地配置的像素电极PE，
对置基板14具有与多个像素电极PE相对的对置电极CE。 相对基板12和
相对基板14分别设置在像素电极PE和相对电极CE上，并且各自包括一
对取向膜，该一对取向膜通过摩擦处理来控制液晶层LQ中所包括的液晶
分子的取向状态。 在像素PX中，在取向膜的沿摩擦方向D1的端侧设置
有过渡形成部A1，该过渡形成部A1形成用于使液晶层LQ中包含的液晶分
子的取向状态从非显示状态转变为显示状态的电场。 液晶显示装置 [选
择图]图2
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